
大阪市立横堤中学校

本日、始業式を行いました。新１年生８４名を迎え、全校生徒２９５名の

第一歩となりました。みんながどんな足跡を残していってくれるか、本当に楽しみです。本日の始業式

でお話しした内容を以下に紹介します。自分の気持ちと照らし合わせながら読んでみてください。

校長通信

始業式より

おはようございます。４４期生の新入生を迎え、いよいよ新しい年が始まります。今日は新年度の始まりに

あたり、少しお話をしたいと思います。

さて、新入生の入学をはじめ、この後紹介しますが新たな先生方にも横堤中学校に来ていただきました。新し

いたくさんの出会いができました。逆に昨年度までお世話になった先生方との別れもありました。さみしい思

いをしている人もいるかもしれません。しかし、皆さんはこれからこのような出会いと別れを繰り返すことと

なります。どうかこのような人との縁やつながりを大切にしてください。このような別れと出会いが、きっと

みなさんを成長させてくれるきっかけになると思います。

もう一つお話ししたいと思います。少し前になりますが、ものすごくうれしい言葉を聞きました。それは生徒

会役員選挙の立ち合い演説会の時のことです。立候補してくれた現生徒会役員の皆が横堤中学校をよくしたい。

笑顔のあふれる学校にしたい。楽しい学校にしたい。そのために頑張っていきたいなどと言ってくれていまし

た。もちろんそれもうれしかったのですが、その中で太居さんが言った「私は横堤中学校が大好きです。」と

いう言葉に感動しました。堂々と自分の学校を大好きと言えるくらい充実した学校生活を送っているんだろう

とうれしくなりました。全員がこんな風に言えるような学校にしていきたいと改めて思いました。では、どう

したらそうなるのか。誰かがやってくれるわけではありません。勝手にそうなるわけでもありません。一人一

人が前向きに何かをしないとそうならない。そう、何かをしないと何も始まらない。ということを忘れないで

ほしいと思います。そして、そんな学校になれば、昨年からみんなに話してきた校長先生の夢である「止まり

木のような学校」に近づくと確信します。そのためにはみんなの力が必要です。一緒にそんな学校を目指して

今日から２９５人の第一歩をスタートしていきましょう。

保護者の皆さまへ

保護者の皆さま、地域の皆さまの常日頃からの温かいご支援・ご協力のお

かげで令和５年度も無事スタートすることができました。「現状維持は後

退」との思いで子どもたちと共にさらに前へ前へと前進してまいります。

今年度もどうぞよろしくお願いいたします。


